
北九州市農林水産業振興計画（概要）【案】
～豊かな自然とめぐみを次世代へつなぐ～

（令和４年度～令和８年度）

基本
方針

施策体系
重要業績評価指標

【KPI】
重点施策（抜粋）

２ 生産力向上
(1)担い手への農地集積
(2)所得の向上、安定化
(3)森林経営の支援
(4)資源管理型漁業の推進

１ 生産基盤整備
(1)遊休農地の発生防止・解消
(2)ほ場整備
(3)農業施設の適正管理
(4)林道の整備
(5)漁港整備

１ 地産地消の推進
(1)情報発信の強化
(２)食育の推進
(３)農商工連携
(４)ブランド化支援
(５)流通・販売支援

２ 市民との共生・ 協働
(1)農林漁業体験機会の提供
(2)市民への憩いの場の提供
(３)鳥獣被害の軽減
（４）総合農事センターの
機能強化

２ 国土保全・公益的機能
の向上

(1)ため池防災対策の推進
(2)荒廃森林の整備
(3)放置竹林の拡大防止
(4)漁場環境の保全と整備
(5)環境負荷の低減

•むらづくり活動の活性化
•農業へのスマート技術の導入
•森林経営計画の策定
•スマート技術を活用した
漁場管理

•農地復旧支援
•ほ場整備
•農業施設維持管理計画の策定
•林道の開設・改築
•水産物供給基盤整備

•防災重点農業用ため池対策
•強度間伐等の実施
•行政による竹林整備
•藻場・干潟の造成・保全
•有機農業の推進

•SNS等を活用した情報発信
•学校給食での市内農林水産物
の利用拡大
•異業種マッチングの仲介
•ブランド化支援
•直売所・朝市支援

•体験イベントの開催
•森林公園の整備
•野生鳥獣とすみ分けできる
環境づくり
•農業のショールームとしての
取組強化

１ 多様な担い手の確保
(1)産業の担い手
(2)地域の担い手
(3)新たな担い手

•認定農業者の経営安定化
•地域リーダーの育成
•ワンストップ支援体制の構築
•農福連携の推進
•半農半Xによる移住促進

• 認定農業者数 100経営体

• むらづくり活動地区数 累計12地区

• 新たな担い手の人数 累計１００人

• 担い手への農地集積割合 35%

• スマート技術導入支援件数 累計５件

• 森林経営計画策定数 累計15件

• スマート技術の活用件数（漁業） 累計５0件

• 農地復旧面積 累計5ha

• 新規ほ場整備面積 5ha

• 農業施設維持管理計画の策定（R５年度）
• 林道の開設・改築 ２路線

• 整備漁港数 8港

• 多面的機能を評価する市民の割合 ２０％増
• 防災重点農業用ため池
劣化状況評価の実施数 154ヶ所

• 荒廃森林整備(強度間伐等) 累計300ha
• 竹林伐採面積 年間20ha

• 藻場造成面積 年間5000㎡

• 有機農業実証試験実施数 ５件

• 地産地消を実践する市民の割合 ２０％増

• 情報発信回数 年間300回

• 給食の新規取扱品目数 累計５品目

• 異業種マッチング回数 累計５回

• 新規ブランド数 ５品目

• 直売所・朝市の販売額 ２０億円

• 体験機会の提供回数 毎年２０回

• 展示林整備箇所数 累計２５ヶ所

• 鳥獣被害相談 イノシシ600件/年以下、
サル１00件/年以下

• 総合農事センター入場者数 年間４０万人
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③農林水産業を取り巻く環境の変化（外部環境）

⑤現状から導き出される課題と強化すべき分野

②本市の強みと弱み（内部環境）①本市農林水産業の現状

施 策 を 横 断 す る
重 点 的 な 取 組

北九州市版むらづくり活動の活性化

多様な主体が農林水産業を担う仕組みづくり

スマート技術の導入による生産・流通体制の効率化

④包括的な政策理念


